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6頁・脚注14 前条 第1項 前条第1項 
31頁・脚注121 制度と理解される。 制度であると理解される。 
31頁・脚注126 できるのか否か できるか否か 
35頁・8行 二人はいずれもが 二人はいずれも 
35頁・9行 （“outside”） director （“outside”）director 





38頁・24行 損害をもたらす可能があること 損害をもたらす可能性があること 
38頁・脚注159 最上級審裁判所 最上級裁判所 







40頁・24行 その上告審 および同社の別事件の上告審 
42頁・脚注166 30－32頁 30-32頁 
42頁・脚注167 30－32頁 30-32頁 
42頁・脚注169 （釜田・同56-61頁）。 （釜田・同56-61頁）（以上、〔 〕内
は引用者）。 
43頁・脚注171 わけでなない。 わけではない。 
43頁・脚注174 11th Cir. 1990 11th Cir. 1990 









45頁・22行 言及がなされている 言及されている 
11 
 
45頁・24行 Zapata Corp. v. Maldonado事件判決 Zapata社の系列事件の判決 
47頁・23行 書面（不提訴理由書） 書面 
48頁・脚注193 といわれる（） といわれる（ 
48頁・脚注195 法学新報122巻（9＝10） 法学新報122巻9＝10号 
49頁・脚注200 平成18年9月29日会社に郵送し、 平成18年9月29日に会社に郵送し、 
51頁・脚注208 指摘も見られる。 指摘も見られる（〔 〕内は引用者）。 
51頁・脚注209 （会社法849条9項））、 （会社法849条9項）、 






56頁・脚注225 2018年会社法216条 2018年中国会社法216条 





58頁・脚注228 上海高級人民法院 上海市高級人民法院 
59頁・脚注237 執行取締役 執行董事（執行取締役） 
61頁・1行 てない ていない 
61頁・24行 と判示した。 と判示した（〔 〕内は引用者）。 
64頁・脚注249 30－32頁 30-32頁 
68頁・脚注260 ただし、本章では、 本章では、 
69頁・脚注264 １つである １つある 
69頁・脚注265 4−5頁。 4-5頁。 
69頁・脚注265 民訴雑誌41号（1995）214頁）。 民訴雑誌41号（1995）214頁。 
71頁・脚注276 33−34頁 33-34頁 
71頁・脚注277 34−35 頁 34-35 頁 





73頁・16行 と言われることから。 と言われることから、 
73頁・脚注295 特別訴訟位委員会 特別訴訟委員会 
73頁・脚注297 文書の作成やや作成日時 文書の作成日時 
74頁・10行 トライアンル トライアル 









75頁・14行 相当広い範囲におよび、 相当広い範囲に及び、 
75頁・16行 所在場所におよび、 所在場所に及び、 
75頁・脚注311 80−82頁。 80-82頁。 
75頁・脚注312 情報を得るに十分な機会 情報を得ることに十分な機会 





78頁・脚注336 などついて、 などについて、 
78頁・脚注336 46－47頁 46-47頁 
78頁・脚注337 18−19頁 18-19頁 
78頁・脚注338 プビレッジ・ログ プリベレッジ・ログ 
78頁・脚注338 隠匿特権 秘匿特権 
79頁・16行 重要な事実に関し争いがない 重要な事実に関して争いがない 
79頁・脚注339 35−36頁 35-36頁 
81頁・8行 具体的には、 提出を拒むことができる文書には、 
81頁・9行 を除き、 が除かれ、 





82頁・23行 である。 である（〔 〕内は引用者）。 
83頁・脚注363 220条4号ニ）である 220条4号ニである 
84頁・脚注369 同じ裁判所 同裁判所 
85頁・21行 （下線は引用者） （下線と〔 〕内は引用者） 
85頁・30行 棄却した。 棄却した（〔 〕内は引用者）。 
86頁・7行 を認めた。 を認めた（〔 〕内は引用者）。 
88頁・16行 ことである ことである」 
88頁・17行 」と述べたうえで、 と述べたうえで、 
92頁・5行 引用者注 引用者 
93頁・7行 〔信用金庫〕 信用金庫 



















以 上  
 
